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	熊本地震にも
	負けんばい！
	＊月別カリキュラム活動報告＊
	　4月は入学式の後、さっそくBLOF理論の核心である「なぜ今、BLOFなのか？」の講義からスタートしました。お昼のランチ交流会では全国から集まった仲間たちが打ち解け合い、教室の雰囲気は一気にあたたかなムードに。さらに午後からは植物の命の源である「光合成と植物生理」「太陽熱養生処理と微生物の力」について深く学び、続く「お米の栽培」の授業では、座学とともに実際に種籾を水につける「米の浸種（しんしゅ）」や「播種（種まき）」作業を行い、米作りへの理解を深めました。
	　初月はそれぞれの疑問を解消しながら、これから深まる有機栽培への期待を大きく膨らませたスタートとなりました。
	　続く5月。「土壌医」の授業では、皆でディスカッションをしながら楽しく頭を動かしました。その後、植物の健康を力強く支える「ミネラル」や、高品質・多収穫に直結する「アミノ酸」についての専門的な講義を受講。さらに、土の中で大活躍する「微生物」の不思議な力について深く掘り下げていきました。実習では、実際に「微生物の培養」を行い、ふかふかの土をつくるための土づくりや、畑での定植作業にみんなで心地よい汗を流しました。

	　6月に入ると、学びはより科学的なアプローチへとステップアップ。専用の分析機器を駆使して畑の土を測定する「土壌分析の一連の流れと機器の使い方」をみっちりと学習していただきました。栽培を感覚に頼るのではなく、弾き出した分析データをもとに、ノートPCを広げて次へのステップである「施肥設計」につなげてまいりました。どの作業もみな真剣に取り組み、意見を交わす姿は、次世代の有機農業を担う熱気に満ちあふれていました。そして、6月最大のハイライトといえば一大イベントの「田植え実習」です！天気にも恵まれ、泥まみれになりながら、BLOF理論をもとにした田の土の感触の違いを足の裏、手のひらで感じながら、一本一本の苗を丁寧に田んぼへと植え付けていきました。　
	　いつもORGANIC SMILEへ温かいご支援・ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
	このたび熊本で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。幸い学校に大きな被害はありませんでしたが、在校生や卒業生の中には被害を受けた方もいらっしゃいます。私たちも仲間と支え合いながら、生徒や生産者の力となれる学びを続けてまいります。被災地の一日も早い復旧・復興を願い、引き続き熊本へのご支援をよろしくお願いいたします。

	　桜が美しく咲き誇る春、今年もやる気と希望に満ちた「5期生」の仲間たちが有機の学校へ入学しました。早いもので数ヶ月が経ち、現在はBLOF理論（生態系調和型農業理論）に基づく、科学的・客観的な有機農業を熱心に学んでいます。
	最初は緊張気味だった生徒たちも、土に触れ、共に汗を流すなかで絆を深め、今では講義や実習のたびに、有機栽培について熱く語り合う姿が見られます。
	当校では、自然の摂理を科学的に理解し、環境を守りながら、美味しく栄養価の高い農産物を安定して栽培できるよう、一流の講師陣による座学と実践的なカリキュラムを用意しています。1年間の学びと実践を通して、それぞれが思い描く持続可能な未来へ進めるよう授業を行っています。
	皆様のご支援により、本校からは毎年、新たに有機農業を始める元気な卒業生が誕生しています。卒業後も「有機の絆」は途切れることなく続き、安心・安全で栄養価の高い有機野菜を皆様のもとへお届けできるよう、一同頑張っています。

	　これからもORGANIC SMILEの活動への温かい応援を、どうぞよろしくお願いいたします！

	有機の学校ORGANICSMILE
	2026年度
	5期生　現在のようす
	　本格的な夏を迎えた7月は、有機農業の命
	とも言える「堆肥」について徹底マスター。
	「堆肥づくりや腐植についての具体的な活用
	事例」を深く学び、さらに知識の引き出しを
	増やしました。そして実習では、これからの
	栽培の成否を分ける超重要プロセス「太陽熱養生処理」
	の作業と、実際の「堆肥作り」に挑戦！
	夏の暑さに負けず、最高の土壌を目指してエネルギー全開で取り組む皆さんの熱量は本当に素晴らしく、応援する私たち事務局も自然と力が湧いてきます。これほどディープなプロの技術を、最高の仲間たちと笑顔でクリアしていく受講生の皆さん。土がみるみる育っていく手応えを感じながら、私たちはこの熱い夏を共に全力で駆け抜けています！
	2026年8月14日発行　ORGANIC SMILE【ニュースレター】2026年春夏号



